




















事者の農業労働と生活の再生産労働に関する研究を行ってきた（粕谷 1999a, 1999b, 2001, 








省統計局の労働力調査でいう農業就業者とは，調査前 1 週間に 1 時間以上農業に従事した者と
しているが，二つ以上の仕事に従事した場合は従事時間の一番多い仕事の産業の就業者に分類さ
れる．なお，農家の経営主は仕事を休み始めて30日にならない場合は農業就業者に含まれる（農



































































　1996 年には，「女性に関する統計の改善のためのガイドライン」（Guidelines for im-
provement of statistics on women, FAO）が示された．このガイドラインの目的は，国際的
な統計部門に実際的なガイドを，より適切なジェンダーに区分されたデータの収集と浸透
4 国連統計部は，2010年10月20日（初の「世界統計の日」）に『世界の女性　2010　傾向と統計』












　一方，1997 年にイスタンブールでの第 51 回国際統計学会において，González-Villalo-
dosa（FAOからの報告者）らの指摘は，ジェンダー統計をめぐる国際的論議の中でも，農
業統計は消費統計と並び，男女別に区分しがたい面が多いとされ，ジェンダー統計作成の





















のためのジェンダーに敏感な統計」（Filling the data gap : Gender-sensitive statistics for ag-
ricultural development）が出版された．
　これを基にして，2000 年には，FAO 女性と人口部門， 開発サービスにおける女性
（SDWW: Women in Development Service, Women and population Division）のチーフである
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Marie Randriamamonijy が「ジェンダーと統計： 女性の進出のための鍵となる要素」
（Gender and statistics : Key elements for the advancement of women）という論文を提出し
ている．
　2001 年には「ジェンダーに敏感な指標：ジェンダー主流化のための鍵となる手法」
（Gender sensitive indicators : A key tool for gender mainstreaming）という報告が出された．
その中で，ジェンダー，ジェンダー分析，ジェンダー主流化，ジェンダーに敏感な指標，
この 4 つの密接に結びついたコンセプトが示された．
　2002 年から 2007 年までの期間で，FAO 第 3 次行動計画として FAO ジェンダーと開発












して示されている．2005 年 2 月には，FAO ジェンダーと人口部門，ジェンダーと開発
サービスの Yianna Lambrou によって，「農村視点からの MDGs の監視（Monitoring the 
















　と こ ろ で，2004 年 は 国 連 に よ る「国 際 コ メ 年（International Year of Rice（IYR）















































roles in agriculture）が問題提起された（粕谷　2009, 166-168）．
　この他，世界銀行でも 2007 年 9 月には「ジェンダー平等，貧困と経済成長（Gender 






















































済委員会（UNECE: United Nations Economic Commission for Europe）である．委員会は，
その UNECE 地域における 30 以上の統計組織の活動を，国際統計活動のデータベース
（DISA: The Database of International Statistical Activities）としてリスト化している．この
7 FAO, Gender and Land Rights Database, http://www.fao.org/gender/landrights  （2010. 10. 3 アクセス）
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